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平成 22 年 11 月 12 日 

各  位 

フィデアホールディングス株式会社 

株 式 会 社  荘 内 銀 行 

株 式 会 社  北 都 銀 行 

 

平成 23 年 3 月期第 2四半期（平成 22 年度中間期）決算概要について 

 

フィデアホールディングス株式会社（本社：仙台市、社長：里村 正治、以下「フィデアＨＤ」）は、平成

23 年 3 月期第 2四半期（平成 22 年度中間期）の連結業績と株式会社荘内銀行（本店：山形県鶴岡市、頭取：

國井 英夫、以下「荘内銀行」）及び株式会社北都銀行（本店：秋田市、頭取：斉藤 永吉、以下「北都銀行」）

の単体業績等につきまして、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

1. フィデアＨＤ 

(1) 平成 23 年３月期第２四半期（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日）連結業績 

役務取引等収益の積み上げや有価証券関連収益の計上により経常収益は 257 億 17 百万円となり、

あわせて統合効果抽出等による経費削減や取引先の事業再生支援等を通じた与信コスト削減に取り

組んだ結果、経常利益は 35 億 90 百万円、中間純利益は 22 億 82 百万円となった。 

業容面は、個人部門、公共部門を中心に預貸金とも順調に増加。譲渡性預金を含む預金残高は２兆

128 億円、貸出金残高は１兆 4,214 億円となった。連結自己資本比率（速報値）は 8.58％。 

番号

経常収益 (1) 25,717 百万円
連結粗利益 (2) 19,362 百万円
経常利益 (3) 3,590 百万円
中間純利益 (4) 2,282 百万円
自己資本比率 (5) 8.58 ％
TierⅠ比率 (6) 6.13 ％

総資産 (7) 21,817 億円
預金等（譲渡性預金を含む） (8) 20,128 億円
貸出金 (9) 14,214 億円
有価証券 (10) 6,170 億円

主要勘定残高
（末残）

フィデアＨＤ

【
連
結

】

損益

自己資本比率
（速報値）

（注）フィデアＨＤは平成 21 年 10 月 1日設立のため、前年同期比較を記載しておりません。 

 

(2) 平成 23 年 3 月期連結業績予想 

番号

経常収益 (11) 50,000 百万円 11,699 百万円 30.5 ％
経常利益 (12) 6,000 百万円 1,529 百万円 34.2 ％
当期純利益 (13) 3,700 百万円 831 百万円 29.0 ％

前期比 同増減率

フィデアＨＤ（連結）

通期

普通株式の配当計画：一株当たり期末配当５円（年間５円） 

（次ページへ） 
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2. 荘内銀行 

(1) 平成 23 年３月期第２四半期（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日）単体業績 

経常収益は、有価証券売却益や手数料収益などの増加により前年同期比 16 億 41 百万円（14.7％）

増収。コア業務純益、経常利益、中間純利益とも資金利益や役務取引等利益の増加などにより増益。 

業容は引き続き拡大。譲渡性預金を合わせた預金等残高は、個人預金、公金預金を中心に増加し、

前年同期比 397 億円（4.5％）増加の 9,032 億円。貸出金は、住宅ローン、地公体向け貸出を中心に

増加し、前年同期比 238 億円（3.3％）増加の 7,246 億円。 

金融再生法開示債権は、取引先に対する積極的な経営支援活動に取り組んだ結果、前年同期比  

54 億円減少、総与信に占める割合は前年同期比 0.82 ポイント低下し 2.13％。 

自己資本比率は、前年同期比 0.45 ポイント上昇して 9.45％（速報値）。 

 

番号

経常収益 (14) 12,808 百万円 11,166 百万円 1,641 百万円 14.7 ％

業務純益 (15) 2,147 百万円 1,707 百万円 440 百万円 25.7 ％

コア業務純益* (16) 2,170 百万円 1,610 百万円 560 百万円 34.8 ％

経常利益 (17) 1,897 百万円 1,431 百万円 466 百万円 32.5 ％

中間純利益 (18) 1,079 百万円 848 百万円 230 百万円 27.2 ％

金融再生法開示債権額 (19) 15,866 百万円 21,313 百万円  5,446 百万円  25.5 ％

総与信に占める割合 (20) 2.13 ％ 2.95 ％  0.82 ％

貸倒償却引当費用 (21) 86 百万円 114 百万円  28 百万円  24.5 ％

自己資本比率 (22) 9.45 ％ 9.00 ％ 0.45 ％

TierⅠ比率 (23) 7.72 ％ 7.41 ％ 0.31 ％

預金等（含む譲渡性預金） (24) 9,032 億円 8,635 億円 397 億円 4.5 ％

貸出金 (25) 7,246 億円 7,008 億円 238 億円 3.3 ％

有価証券 (26) 2,260 億円 1,854 億円 405 億円 21.8 ％

*コア業務純益 ＝ 業務純益 － 国債等債券損益（５勘定尻） ＋ 一般貸倒引当金純繰入額

荘内銀行
前年同期 前年同期比 同増減率

【
単
体

】

損益

主要勘定残高
（末残）

不良債権

自己資本比率
(速報値）

 

(2) 平成 23 年 3 月期単体業績予想 

業容拡大による資金利益と手数料収益の増加を見込むほか、与信コストと経費の削減に引き続き努

めることにより増収増益の計画。 

 

番号

経常収益 (27) 23,500 百万円 1,152 百万円 5.1 ％

経常利益 (28) 3,400 百万円 1,576 百万円 86.4 ％

当期純利益 (29) 1,800 百万円 821 百万円 83.9 ％

荘内銀行（単体）

通期

前期比 同増減率

 

（次ページへ） 
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3. 北都銀行 

(1) 平成 23 年３月期第２四半期（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日）単体業績 

経常収益は貸出金利息の減少等により前年同期比減収となったものの、資金利益の増加や経費削減、

与信コストの減少等によりコア業務純益、経常利益、中間純利益とも増益。 

譲渡性預金を合わせた預金等残高は、個人預金、法人預金、公金預金いずれも増加し、前年同期比

241 億円（2.2％）増加の 1兆 1,185 億円。貸出金は、個人ローンは増加したものの、運用目的の金融

機関向け貸出や地公体向け貸出が減少したため前年同期比 91 億円（1.3％）減少の 6,891 億円。 

金融再生法開示債権は、取引先に対する積極的な経営支援活動に取り組んだ結果、前年同期比  

83 億円減少、総与信に占める割合は 3.05％。 

自己資本比率は、前年同期比 0.11 ポイント上昇して 8.44％。TierⅠ比率は、前年同期比 2.53 ポイ

ント上昇して 7.38％（いずれも速報値）。 

 

番号

経常収益 (30) 11,624 百万円 12,125 百万円  500 百万円  4.1 ％

業務純益 (31) 2,885 百万円 2,345 百万円 539 百万円 23.0 ％

コア業務純益* (32) 2,262 百万円 2,089 百万円 172 百万円 8.2 ％

経常利益 (33) 1,565 百万円 1,256 百万円 308 百万円 24.5 ％

中間純利益 (34) 1,006 百万円 758 百万円 248 百万円 32.7 ％

金融再生法開示債権額 (35) 21,397 百万円 29,792 百万円  8,395 百万円  28.1 ％

総与信に占める割合 (36) 3.05 ％ 4.18 ％  1.13 ％

貸倒償却引当費用 (37) 727 百万円 919 百万円  191 百万円  20.8 ％

自己資本比率 (38) 8.44 ％ 8.33 ％ 0.11 ％

TierⅠ比率 (39) 7.38 ％ 4.85 ％ 2.53 ％

預金等（含む譲渡性預金） (40) 11,185 億円 10,944 億円 241 億円 2.2 ％

貸出金 (41) 6,891 億円 6,982 億円  91 億円  1.3 ％

有価証券 (42) 4,105 億円 3,530 億円 574 億円 16.2 ％

*コア業務純益 ＝ 業務純益 － 国債等債券損益（５勘定尻） ＋ 一般貸倒引当金純繰入額

同増減率
北都銀行

【
単
体

】

損益

不良債権

自己資本比率
(速報値）

主要勘定残高
（末残）

前年同期 前年同期比

 

(2) 平成 23 年 3 月期単体業績予想 

業容の順調な拡大による資金利益の増加や経費削減効果により通期増益を見込む。 

 

番号

経常収益 (43) 23,000 百万円  1,630 百万円  6.6 ％

経常利益 (44) 2,000 百万円 371 百万円 22.8 ％

当期純利益 (45) 1,200 百万円 166 百万円 16.1 ％

通期

前期比 同増減率

北都銀行（単体）

以 上 

 

【本件に関するお問い合わせ先（報道関係）】 

フィデアホールディングス ＩＲグループ
大石 TEL：018-833-4211 

佐藤 TEL：023-626-9006 

 


